
疾患のコントロールが上手くいかずに体調を崩されることもありましたが、負荷量
やリハビリメニューの変更を行いながら、何とかリハビリを継続することができま
した。ご自宅でも毎朝の自主訓練を継続されたことが、卒業に繋がったのかなと思
います。これからも無理なく盆栽の手入れを楽しんでいただければと思います。

自己免疫疾患や腰部脊柱管狭窄症により、疲労感を感じやすく、腰の痛みもあるため
長時間の歩行が困難になったHさんの実例

祝
卒業

はじめは 5.5 秒だった 5mの歩行速度が、徐々に腰痛の軽減がはかれ、
最終的に 3.3 秒と短縮

体力向上と歩行距離を拡大する
庭の盆栽の手入れをする


